
No。 12会 報
1982年 5月

日本分子生物学会

事務局発行

◆日本分子生物学会昭和 56年度 評議委員・幹事会議事録

日 時 : 昭和 56年 11月 25日  午後 6時 30分～ 9時

場 所 :金沢市厚生年金会館 会議室

出席者 :渡辺 格 (会長 ),石浜 明フ今本文男,大沢省三′岡田節人 ,

志村令郎,鈴木義昭,関 口睦夫,高浪 満,広田幸敬,堀内忠郎 ,

松原謙一,三浦謹一郎,由 良 隆,内 田久雄 (庶務 ),岡田吉美
(会計監査 ),小関治男 (編集 ),杉村 隆 (会計監査 ),溝渕

潔 (会計 ),村松正実 (集会 ),吉川 寛 (集会 )
〔I〕 報 告 事 項

1)渡辺会長より第 4回 日本分子生物学会年会が金沢大学を会場として開催

されることとなったが,準備に当られた吉川 寛氏はじめ関係各位に対し

感謝するとの挨拶があった。

2)内 田幹事より, 11月 20日 現在における学会員数は 938名 であ り,本年

度は 208名の新会員を迎えたとの報告があった。

3)溝渕幹事より,昭和 55年度 会計収支決算 (会報 10号 に記載 )の報告,

昭和 56年度 会計収支中間報告 (第 1表 ),及び 11月 20日 現在における

学会費納入状況 (655名 納入, 69.8%)の 説明がなされた。

4)内 田幹事から山田財団研究助成金に関する推薦経過について報告があっ

た。応募のあったものについて選考委員会で審査した結果,本年度は江角

浩安会員を推薦することとした。

〔Ⅱ〕 協 議 事 項

1)昭和 57年度 予算案について

会計幹事より,昭和 56年度 決算において 繰越金が 生じた場合,その

一部を運営資金に加えること,並びに昨年度から懸案となつている賛助会

員の募集実施を前提として予算案が提示され,協議した結果,第 2表の予

算案が了承され,総会に計ることとした。
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2)学会費未納者に関する協議
3年間以上学会費を滞納している者には,事前にそのことを通知し,

それでも滞納する場合は,自動的に退会したとみなすことが了承された。

3)昭和 57年度 第 5回 年会について

第 5回年会を東京にて開催し,年会世話係を村松正実会員に依頼する

ことを了承し,総会に報告することとした。

4)吉川幹事から年会における報道関係者との対応を学会として如何に対

処すべきかについて問題提起がなされた。この事について協議した結果 ,

報道関係者との対応は年会係及び座長の責任において,そ の都度対処す

ることが現実的であるとの結論に達した。

5)分子生物学の将来計画について

本学会として,分子生物学の将来計画を積極的に検討すべきかどうか

について自由討議を行なった。その結果,必要ならば小委員会を設置して

検討すべきとの意見も提出されたが,結論を得るにはいたらなかった。

6)特許問題について

松原委員より組換え DNA技術の進展に伴い 特許 問題が 生じている

が,こ のようなことに対し,本学会としてどう対処すべきかについて間

題提起がなされた。

(第 1表 )

昭和 56年度 会計収支中間報告 (11月 20日 現在)

〔I〕 収   入
1.学会費 (含入会費 )

2.年 会 要 旨売却

3.預 金 利 息

4.前年度からの繰越し

(円 )

1,9 24,000

5,960

11,794

1:42 2,826

=Ll_
百 1

3,3 6 4,5 8 0
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〔I〕 支   出
1.事 業 費
会報発行 (2回 )
第 4回年会補助

第 4回年会プログラム

講 演 会 謝 金

2.評議委員会
3.一般事務費
印  刷  費
郵  便  費
事 務 用 品 費

一般 事 務 謝金

4。 そ の 他
5.予 備 費

104,000

500,000

50,000

120,000

0

( L46,000)
( 0)
( 0)
(-tzo,ooo)
( so,ooo)

51,790

303,310

4,660

282,000

14,710

0

(  48,210)

( 296,690)

( 45,340)

( 318,000)

( -14,7101)

( 600,000)

言+                   1,430,470  (1,369,530)

( )は ,予算からの残額を示す。

(第 2表 )

〔I〕 収 入 の 部

1.学  会  費
2.賛 助 会 費

3.前年度よりの繰越

昭和 57年度 予 算  G縛

千円

■
工

　

●■

支 出 の 部

事 業 費
千 円

1,900

300

800

会 報 発 行

第 5回年会補助

年会プログラム

講  演  会
2.評議委員会
会  合  費
役 員 選 挙 費

(91510)

250・

500

50

150

(12010)

50

150

(1,35‖0)

100
600
600

50

500

計 3,000

一般事務費3.

印  刷  費
郵  便  費
一般 事 務謝 金

一般 事務用 品

4.予 備 費
計 3,000
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◆第 4回 日本分子生物学会年会における総会議事録

日  時  1981年 11月 26日 午前 11時～ 12時

I。 議長として松影昭夫 (愛知県がんセンター ),武藤 明 (金沢大 。医 )が

選出された。議長は委任状 101通を含め,総会が成立することを確認した。

1.経 過報 告

渡辺会長あいさつの後,内田庶務幹事より前回総会開催以降の本会事業の

経過について報告があった。

Ⅲ.議  事
溝渕会計幹事より前年度会計収支決算報告があ り, これを承認した。本年

度事業計画および予算について説明があり,こ れを承認した。

Ⅳ.そ の 他
次期年会は昭和 57年 12月 東京において開催し,年会世話係を村松正実氏

(癌研 )に依頼 した。

◆ 昭和 57年度 第 1回評議員 0幹事会議事録

昭和 57年 4月 12日 (月)午 後 1時 30分～ 7時

京都市・京都大学ウイルス研究所

会 長 渡辺 格

評議員 広田幸敬,堀内忠郎,今本文男,石浜 明,松原謙一′

三浦謹一郎,岡 田節人,大沢省三,関口睦夫,志村令郎 ,

由良 隆

幹 事 内田久雄 (庶務 ),小関治男 (編集 ),溝渕 潔 (会計 ),

吉川 寛 (集会 ),村松正実 (集会 )

欠席者 : 評議員 本庶 佑,上代淑人,鈴木義昭′高浪 満

(1)報  告
1)庶務報告 :庶務幹事より3月 19日現在における会員数は 973名 であるこ

とが報告された。

2)会計報告 :会計幹事より昭和 56年度 会計収支決算の概要が報告された。

なお詳細は会計監査終了後会報に記載される。

3)選考委員会報告 :庶務幹事より下記の授賞に関する応募状況ならびに選

考結果が報告された。

時

所

者席

日

場

出
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|)山 田科学振興財団研究援助 :本会推薦江角浩安氏 (国立がんセンター

研究所,研究題目「無アルブミン血症ラットにおけるアルプミン欠損の

分子生物学的機構解明とメッセンジャー RNAス プライシングの機構に

関する研究」が援助をう.けることとなった。

‖)BMY分 子生物学奨励金 :応募者 5名 のなかから片岡 徹氏 (阪大医 ,

研究題目「免疫 グロプリン遺伝子の構造変換と発現の機構」)に決定した。

|‖)藤原賞 :第 23回 藤原賞受賞候補者として富沢純一氏を推薦した。

(1)議   事
1)共催行事 :下記集会を共催することを承認した。

|)第 6回国際ウイルス学会議 昭和 59年 9月 ,仙台市,会長石田名香雄

||)tRNA国 際ワークショップ(昭和 58年 3月 , 組織委員会委員長 西村

退 )

面)核酸化学国際シンポジウム (昭和 57年 11月 ,世話人 池原森男 )
iV)第 7回真核細胞 DNA複製シンポジウム (昭和57年 8月 ,世話人 花

岡文雄 )については会報に記載することを承認した。

なお各種講習会のうち,企業主催で営利を目的としたものは原則とし

て共催しないことを決めた。

2)年会 :第 5回 および第 6回年会につきつぎの事項を承認した。

|)第 5回年会 :昭和 57年 12月 8日 (水)～ 10日 (金 )。 東京都, 日本都市

センターおよび全共連 ビル。参加費 4,000円 (一般 )ま たは 2,500円 (学

生 )。 講演申込締切り9月 10日。招待講演 (予定 )P.Chambon(ス ト

ラスブール大, フランス )お よび Ko 11lmensee(ジ ェネープ大,スイス)。

年会委員長 村松正実 (集会幹事 )
ii)第 6回年会 :昭和 58年 8月 22日 (月)～ 25日 (木)。 札幌市,北海道

大学。招待講演 (予定 )M.Green教 授 (セ ントルイス大,米 ),年会
委員長 藤永 恵
3)賛助会員募集 :学会活動を活発にするため,賛助会員の募集に取組むこ

ととし,具体的方策については会長と庶務幹事に一任した。

4)学会活動について

会長より①文部省 (お よび学術審議会 ),科学技術庁 (お よび科学技術

会議 )そ の他, 各省庁の「組換え DNA」 研究推進をはじめとする分子
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生物学関連領域の科学政策,②科学研究費補助金総合研究0「生命科学推

進のための調査研究」 (代表者,渡辺 格 ),総合研究0「生物学諸分野
の連絡システムの検討」 (代表者,江 上信雄 )お よび特定研究(1)「学術研

究動向の調査研究」生物学班 (代表者,渡辺 格 )各研究班の研究活動 ,

① AMBOの 活動状況,が報告された。

これらの情報を参考にして,今後の学会活動のあ り方について,総合的

に検討されたが,具体的活動方針については継続して討議することとした。

◆財団法人山田科学振興財団より下記の申請要領等につき改訂のお知らせが来

ております。

◆ 核酸化学国際シンポジウム 予告

(第 10回 核酸化学シンポジウム )

主 催  核酸化学シンポジウム組織委員会 。日本学術振興会
共 催  日本薬学会,日 本化学会, 日本農芸化学会,高分子学会,日 本生

化学会,日 本生物物理学会,有機合成化学協会,日 本分子生物学
△
アヽ

日  時  11月 24日 (水)～ 11月 26日 (0

会  場  京都ホテル (京都市中京区河原町御池 TEL 075-211-5111)

討論主題  核酸とその関連物質の有機化学,物理化学および生化学

今回は第10回にあた り,国際シンポジウムとして下記の方々の招待講演を予

定してお ります。

援  助  名 募 集 開 始 締  切  日

来     日
(58年 4月 ～59年 3月 1つ

57+ 4 fr L H 57+-.LlE30EI

長 期 間 派 遣
(58年 4月 ～59年 3月分)

s7+4.8 1E s7 +tL E 30 EI

短 期 間 派 遣
出発月の 4カ 月前の 15日 が締切日
(例 :57年 10月 出発の場合57年 6月 15日 が締切日)

学 術交流 集会
(58年 4月～59年 3月分)

57年 4月 1日 57年 9月 30日

研 究 援 助 57年 4月 1日 57+10fr25H
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招待講演者 :

M.H.Caruthers(米・ コロラド大 )  E.De OleК q('やレギー・ルバンカソリッえた)

WoGuschlbauer(仏・サクレー原子力研)A.Holy(チェコスロバキア・科学アカデミー)

J.L.Imbach(仏 。モンペ リエ大 )  H.Go KhOrana(米・MoI.T。 )

H.K6ssel(独・フライブルク大 )   H.K6ster(独 。ハンブルグ大 )

C.B.Reese(英・ロンドン大)    M.J o RObins(加 0アルバータ大 )

Jo H.van Boom(蘭 。ライデン大)   R.ToWalker(英・バーミンガム大 )

M.WiewiOrOwski(ポ ーランド・科学アカデ ミー )

今回のシンポジウムの発表は,日 頭またはポスターにより′英語で行ないま

す (口 頭またはポスター発表の割振 りについては委員会に御一任下さい )。

発表申込締切り 6月 19日 ∈L)必 着

発表要旨締切 り 7月 24日 C土)必 着
1)題 日,研究場所,氏名 (発表者に○印),2)申込者連絡先(所属,1所在地 ,

電話番号),3)200字 程度の要旨,を 添えて下さい。申込者には,折返し,表

要旨原稿用紙をお送 りしますので,英文要旨 (4ペ ージ以内 )を作成のうえ,

締切 りを厳守してお送 り下さい。この要旨は,Nucleie Acids Researchの

special Publication として発表されます。参加費 (Abstractを 含む )

18,000円 (10月 15日 までの申込み),20,000円 (10月 16日 以降の申込み ),

10,000円 (学生, 10月 15日 までの申込み )

Nucleic Acids Research,Special Publication(Abstract)のみ御入用

の方は,一冊につき 4,500円 (送料込み )

懇親会  11月 25日 C木)夜 ,会費 10,000円 (なるべく10月 15日 までにお申

し込み下さい )。

参加者で Abstract郵 送希望の方は,郵送料として 500円 を加えて御送金下

さセヽ。

申込先  〒 565 吹田市山田丘 1-6 大阪大学薬学部 池原森男
(電話 (06)877-5111内 線 6121～ 4)
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◆第 7回真核細胞 DNAシ ンポジウム

ー 遺伝子構造
とタンパク認識―

上記のシンポジウムが 8月 28日 (土)～ 30日 (月 )に湯河原厚生年金会館 (静

岡県熱海市泉 107)で開かれます。

今回は,下記 4名による講義に加え,真核細胞およびウイルスの遺伝子構造

と,その酵素, タンパクによる認識に関する演題を公募 します。希望者は,(1)

演題,(2)所属,(3)氏名,(4)連絡先 (研究機関名,所在地,電話番号 )を 明記し,

講演概要 (200字程度 )を添えて申し込んで下さい。締切 りは 7月 17日 (上)

です。参加料は無料です。参加希望者は 7月 17日 までにお申し込み下さい。

講 義 :池 永満生 (阪大 ) ヒト遺伝病細胞における DNA修復 。複製
の異常

石浜 明 (京大 ) 逆転写酵素の構造・機能と形成機構

大島靖美 (筑波大 ) sn RNAと その遺伝子

水沢 博 (NIH) Repair and mutagenesis mediated by
BP― DE mOdified DNA

世話人 :小池克郎 (癌研 ),吉田松年 (愛知県コロニー ),松影昭夫 (愛

知県がんセンター ),花岡文雄 (東大 ),瀬野惇二 (埼玉がんセ

ンター ),平賀壮太 (京大 )

〔申込・連絡先 〕

〒 113 東京都文京区本郷 7-3-1

東京大学理学部生理化学教室  花岡文雄
Tel.(03)812-2111  内線 4755

◆昭和 57年度 学会費納入についてのお願い

1.昭和57年度分の学会費を同封の郵便振替用紙で納入して下さい。なお,正

会員で学生会費を納入される方は,細則第 2条により,在学証明書を本学会

事務局に提出して下さい。

記

正会 員学会 費    2,500円
(但 し,在学証明書を提出したときは 2,000円 )

学会費納入のための郵便振替口座
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東京 2-13518
日本分子生物学会会計事務局

なお,すでに学会費を納入されている場合は御容赦下さい。本学会費の納

入に際しては年会参加費と混同しない様お願いします。

2.昨年度から年会講演申込みには, 学会費納入控 (または領収書 )を付し
て年会係に申し込むこととな りました。講演を希望される方は,学会費納入

控 (または領収書 )を保管しておいて下さい。また,学会費納入控を保管さ

れていない方は往復葉書で日本分子生物学会事務局に問い合せ下されば,折

り返し納入証明を通知します。

(会計幹事 )

◆日本分子生物学会入会申込みの手順

日本分子生物学会に入会を希望なさる方は,下記の手順により,お申し込み

下さい。

記

1.添付の入会申込書叉は同形の用紙に必要な事項を記入の上,下記事務局へ

送付して下さい。

〒 108 東京都港区白金台4-6-1

東京大学医科学研究所生物物理化学研究部内

「 日本分子生物学会」事務局

2.同時に,入会金 1,000円および初年度分会費 正会員は 2,500円 ,学生会
員は 2,000円 を郵便振替により会計幹事宛振込んで下さい。尚,整理の都合

上,できるだけ二票式の振替用紙を使用して下さい。

加入番号  東京 2-13518

加入者名  日本分子生物学会会計事務局

◆第 5回日本分子生物学会年会のお知らせ

第 5回年会は, 1982年 12月 8日 (水)～ 10日 にDの 3日 間′東京・都市センタ

ーおよび全共連ビルで行なわれます。スケジュールについては,後 日 (10月 下
旬予定 )お送 りするプログラムでお知らせします。

特別講演は, Po Chambon教 授 (ス トラスプール大学 )および KoIHmensee

教授 (ジ ュネープ大学 )(交渉中 )を予定しています。

-9-



講演の申込み

1.一般講演の演者は,本年度会費既納の本学会会員に限 り, 1人 1題としま

す。なお,他の講演の連名者となることは差しつかえあ りません。 (会費納

入あるいは入会の手続きについては,本会報 “昭和 57年度 会費納入につい

てのお願い "を御覧下さい )

2.一般講演の申込みは, 同封の用紙に必要事項を記入し,書留便で年会係

までお送 り下さい。

締切日  1982年 9月 10日 (必着 )

送 り先  〒 170 東京都豊島区上池袋 1-37-1

癌研究所生化学部

第 5回 日本分子生物学会年会係

3.演者の本年度会費納入を確認するために,申込書の所定の欄に,会費払込

みの際,郵便局が発行する領 又はその コピーを貼付して下さい。

領収書を紛失された方は同欄にその旨御記入下さい。

会費未納の場合は,申込みを受理致しませんので御注意下さい。

4.演題受領書は,申 込用紙到着後, 演者の 本年度会費納入を確認の上,

返送致します。発表の日時についての通知は,会員の方に発送されるプログ

ラムをもって代ぇさせていただきますので御承知下さい。

5。 一般講演の時間は, 15分 (講演 12分 ,討論 3分 )の予定です。スライド

は 35%判 10枚以内とします。会場は 4会場の予定です。なお,応募演題数

によつては,講演時間を変更することがありますので御了承下さい。

参加申込み及び参加費

1.年会参加費は 4,000円 (但 し,学生 2,500円 )です。これには講演要旨集

の代金が含まれています。懇親会費は 2,500円です。なお,要 旨集のみ希望

の方には,会員 1,500円 (但 し,会員一人につき一部のみ ),非会員 3,000

円でお送 りします。

2.年会参加費,懇親会費,要 旨集代金の払 込みには, 同封の振替用紙を御

利用下さいご

同封の用紙を使用されない場合には,必ず通信欄に,第 5回 日本分子生物

学会と記入の上,送金のうちわけ,住所・氏名を御記入の上,下記の郵便振
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替口座へ御送金下さい。

日座番号  東京 6-35379

加入者名  第 5回 日本分子生物学会年会
(代表 村 松 正 実 )

整理の都合上,申 込者 1人につき 1枚の振替用紙を御使用下さい。

3.10月 30日 までに参加費を払い込まれた方には,年会前に講演要旨集を郵

送致します。 11月 1日 以降に払い込まれた場合には,年会会場にて要旨集を

お渡しすることにな りますので御注意下さい。

4.参加費払込みの領収書は,原則としてお送 り致しませんので御了承下さ

い。念のため,郵便局の領収書を保管しておいて下さい。

5。 当日申し込まれる方は,会場受付で参加費をお払い下さい。

そ の 他

1.現在,東京大学濤渕先生より「轟の会」開催の要望があ りますが,その他 ,

小集会等開催の希望があ りましたら御連絡下さい。

2.第 5回年会についての御意見,お問い合わせは下記へお願い致します。

〒 170 東京都豊島区上池袋 1-37-1

癌研究所生化学部

村松正実または藤井義明

電話 (03)918-0111 内線 2646～ 2649

以 上

◆ 贔 の 会

今年も昨年に引き続いて,分子生物学会年会の折に分子生物学会「姦の会」

をもちたいと考えています。轟に興味をおもちの方はふるって御参加下さい。

資格は問いません。一夜を大いに自慢話に花を咲かせたいと思います。

会場の関係で御出席の人数を知 りたいと思いますので御希望の方は 9月 30日

迄に下記宛に御連絡下さい。

尚,楽 しい「轟の会」のため,御希望,ア イデアをおもちの方は,是非お知

らせ下さい。

-11 -



今年の姦の会世話人    溝 渕   潔
〒 113 東京都文京区本郷 7丁 目3-1

東京大学理学部生物化学教室

TEL (03)812-2111(|こ )

◆シンポジウム「 分子生物学の現状と将来 」の開催

日 時  昭和 57年 7月 20日 (火)午 後 1～ 5時

場 所  国際文化会館 講堂
東京都港区六本木 5-11-16
Tel.(03)470-4611

講  演

総合討論

遺伝子をめぐる研究

小 関 治 男 (京大・理 )
DNA塩 基配列のデータ・ベース

大 井 龍 夫 (京大・ 化研 )

今後の分子生物学における教育と研究

司会  内 田 久 雄 (東大・医科研 )

新しい試みとして上記シンポジウムを開催いたします。多数のご参加と活濃

なご発言をお願い致します。
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氏  名

(ローマ字)

専門分野

勤務先つ職

同所在地

連 絡 先

*

貴会に 正

ます。

日本分子生物学会入会申込書

19 年  月  日生

学 位

会員 として 入 会
‐
を希望いた し

〇

*

学生

年  月  日

署 名

日本分子生物学会会長 殿

*

不要の文字を消す。学生会員は在学証明書を添付のこと。
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日本分子生物学会年会発表要旨

演 題 名

氏 所 属
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記入に際して申込書裏面の注意をお読み 下さい。

プ ロ グ ラ ム 編 集 用 カ ー ド

演題番号※ 受付番号※

演   題

氏名所属

人名索引編集用カー ド 受付番号※

氏
ん '´
口

演 題 番 号
※

漢 字 ひ ら が な

う
０

Ｑ
Ｕ



講

演

中

込

み

演題番号※ 受付番号※

演  題

氏名 (所属 )

連 絡 者

住   所

電話番号
市外局番 局番 番号 内線

第5回 日本分子生物学会年会一般講演申込書

備 考 講演者の前に○印を付して下さぃ。プログラム原稿となりますので連名の方すべ

て記入して下さい。講演申込欄の所属は略号を用いて下さい。

ここに,演者の本年度会費払込みの領収書を貼付して下さい。

受   取   書

受付番号
※ trffin nx Ls82+ E E

演  題

上記演題は発表要旨とともに受取 りました。

発表の日時は後日お送 りするプログラムによって御承知下さい。

東京都豊島区上池袋 1-37-1
癌研究所生化学部

第 5回 日本分子生物学会年会係



記入上の注意

1.この用紙は,切 り離さずに,郵送して下さい。

2.受付番号,演題番号等※印の項には記入不要です。
3.要旨はオフセット印刷にしますので,ます目いっぱいに黒インクで書
いて下さい。「演題」「氏名所属」という青字の上に重ねて書き始めて

下さい。演者の前には,○印を付して下さい。

4.プ ログ.フ ム編集用力二至にしたがって, プログラムを編集印刷します。

「演題」「氏名所属」を要旨と全く同じに記入して下さい。

5.人名索引編集用カードには,演者及び連名の方を, 1枠 に 1人づつ′

すべて記入して下さい。

6.講演申込書には,「演題」「氏名所属」と共に,連絡者 1名の氏名・

住所 。電話番号を記入して下さい。

7.演者の本年度会費払込領収書 (郵便局発行のもの )ま たはその コピー

を所定の欄に貼付して下さい。既に,払い込まれている場合には,その

欄に「既納」と記入して下さい。

8.受領書には,「演題」と共に,裏面に宛名を記入し,40円 切手を貼っ

て下さい。
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